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＜ 資料目録 ＞

川嶋一郎関係資料目録

１．日記

２．受講ノート

資料番号 資料名 年代／作成年

０００１ 川嶋一郎日記１
「明治三十六年当用日記」

１９０３年
［明治３６年１～１２月］

０００２ 川嶋一郎日記２
「明治三十七年当用日記」

１９０４年
［明治３７年１～１２月］

０００３

川嶋一郎日記３‐１
「明治丗七年孟夏 北海紀行」

１９０４年
［明治３７年８～９月］

川嶋一郎日記３‐２
「恵庭登山略記」（日記３‐１と同一手帳）

１９０４年
［明治３７年７月］

０００４ 川嶋一郎日記４
「明治丗五年夏 東北遊記」

１９０５年
［明治３５年７月］

０００５ 川嶋一郎日記５
「鎌倉日記」

１８９９年
［明治３２年４月］

資料番号 資料名 年代／作成年

０００６ 受講ノート１「農芸物理」 １９００～１９０２年
［明治３３～３５年］

０００７ 受講ノート２「測量」（平野他喜松講義） １９０１～１９０２年
［明治３４～３５年］

０００８ 受講ノート３「化学」（吉井豊造講義） １９０１～１９０２年
［明治３４～３５年］

０００９ 受講ノート４「土性学及肥料論」
（吉井豊造講義）

１９０３～１９０４年
［明治３６～３７年］

００１０ 受講ノート５「家畜飼養論」
（大島金太郎講義）

１９０５年
［明治３８年］

００１１ 受講ノート６「家畜生理学及衛生学」
（橋本左五郎講義）

１９０５年
［明治３８年］

００１２ 受講ノート７「動物学」（原十太講義） １９０２～１９０４年
［明治３５～３７年］
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３．書簡

００１３ 受講ノート８「畜産実験演習録（畜産学実験
ニ於テ）」（橋本左五郎講義）

１９０４～１９０５年
［明治］丗七八年

００１４ 受講ノート９「畜産汎論」
（橋本左五郎講義）

１９０５～１９０６年
［明治３８～３９年］

００１５ 受講ノート１０「酪農論」
（橋本左五郎講義）

１９０５～１９０６年
［明治３８～３９年］

００１６ 受講ノート１１「植物組織学」
（宮部金吾講義）

１９０２年
［明治３５年］

００１７ 受講ノート１２「農業経済論」
（佐藤昌介講義）

１９０４～１９０５年
［明治３７～３８年］

００１８ 受講ノート１３「農業史及水産論」
（佐藤昌介講義）〈謄写版〉

１９０４年
［明治３７年］

００１９ 受講ノート１４「移民政策及移住政策」
（高岡熊雄講義）

１９０４～１９０５年
［明治３７～３８年］

００２０ 雑記ノート［肥料・飼料・畜産］ １９０７～１９１２年
［明治４０～大正１年］

資料番号 資料名 年代／作成年

００２１ 川嶋泰作宛 川嶋一郎書簡
（札幌北１西１０‐１→岩手県二戸郡福岡町）

１９０４年
明治３７年１２月１８日（消印、筆）

００２２
川嶋一郎宛 足助素一書簡
（札幌区北４東３‐２小田島方→岩手県二戸郡
福岡町）

１９０３年
明治３６年８月２４日（消印、筆）

００２３
川嶋一郎宛 足助素一書簡
（札幌区北４東３‐２小田島方→岩手県二戸郡
福岡町）

１９０３年
明治３６年１０月１４日（消印、筆）

００２４ 川嶋一郎宛 足助素一書簡
（苫小牧→札幌区北６西５山�下宿屋方）

１９０４年
明治３７年４月２５日（筆）

００２５ 川嶋一郎宛 足助素一書簡
（甲府市白木町妙詮寺→札幌農学校内）

１９０４年
明治３７年１１月１９日（筆）

００２６ 川嶋一郎宛 足助素一書簡
（福山→石狩国月寒種牛牧場）

１９０７年
明治４０年４月１１日（消印：札幌）

００２７ 川嶋一郎宛 足助素一書簡
（佐賀→石狩国月寒種牛牧場）

１９０７年
明治４０年４月１１日（消印、筆）

００２８ 川嶋一郎宛 足助素一書簡
（木曽福島→石狩国月寒種牛牧場）

１９０７年
明治４０年６月１日（消印、筆）
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４．証明書

５．写真

００２９

川嶋一郎宛 三人男［足助素一・末光績・荒
川重理］書簡
（卯之町、伊予→札幌郡月寒農商務省種畜牧
場内）

１９０８年
［明治４１年］６月８日（消印）

００３０ 川嶋一郎・江刺家�・柳川鑑蔵宛 米山豊書簡
（Canada→［札幌農学校］）

１９０６年
１９０６．４．３０．（筆）

００３１ 川嶋一郎宛 逢坂信�書簡
（札幌宮ノ森西十二軒→岩手県福岡町） 昭和□５年６月１□日（消印）

００３２ 田中舘愛橘宛 佐藤昌介書簡
（下二番四十弐、東京→本郷弥生町２）

１８９４年
明治２７年１月２８日（筆）

００３３ 川嶋一郎宛 今裕封書
［佐藤昌介大学葬執行通知］

１９３９年
昭和１４年６月５日（消印）

００３４
川嶋一郎宛 和田栄作封書
［北海道帝国大学惠�寮々史編纂委員会『惠
廸寮史』発刊挨拶文］

１９３３年
昭和８年２月２５日（消印：札幌）

００３５ 川嶋一郎宛 札幌遠友夜学校封書
［札幌遠友夜学校５０年史編纂協力依頼文］

１９４３年
昭和１８年４月２０日（印刷）

００３６ 川嶋一郎宛 札幌遠友夜学校封書
［札幌遠友夜学校建築資金募集趣意書］

１９２９年
昭和４年８月１９日（消印：岩手）

資料番号 資料名 年代／作成年

００３７ 乗車賃金割引証明票 １９０２年
明治三十五年七月十日交付

資料番号 資料名 年代／作成年

００３８ 川嶋一郎旧蔵アルバム １９０４～１９２０年
［明治３７年６月～大正９年１月］

００３８‐１

写真１「足助素一の卒業に際して遠友夜学校
教師一同（札幌遊園地にて）」
川嶋一郎、河内完治、竹田茂、池田競、
足助素一、末光績、末光信三

１９０４年
明治三十七年初夏［６月２０日］

００３８‐２ 写真２「渡邊環の出征に際して」 １９０４年
明治三十七年［６月８日］

００３８‐３ 写真３「渡邊環の追悼会（札幌偕楽園にて）」１９０５年明治三十八年四月二十七日
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００３８‐４
写真４「角館喜一郎の卒業に際して」
川嶋一郎、角館喜一郎、大向太次郎、
大光寺毅夫

１９０４年
明治三十七年四月十七日

００３８‐５
写真５「自炊団解散記念」
川嶋一郎、竹田茂、藤井為次郎、
橋本健三郎

１９０５年
明治三十八年六月十八日

００３８‐６ 写真６「北澤小八郎、河内完治、田中享蔵の
送別に際して遠友夜学校教師と生徒」

１９０５年
明治三十八年六月十五日

００３８‐７
写真７「第２２期生（畜産学専攻）卒業記念」
川嶋一郎、江刺家�、柳川鑑蔵、米山豊、
湯地定武、橋本左五郎、長嶺林三郎

１９０５年
明治三十八年

００３８‐８

写真８「長嶺林三郎助教授の渡台に際して」
川嶋一郎、江刺家�、柳川鑑蔵、高松正信、
三宅於菟松、相原金治、湯地定武、石澤
達夫、岩波六郎、仁木信雄、橋本左五郎、
長嶺林三郎

１９０６年
明治三十九年二月二十五日

００３８‐９ 写真９「畜産学実習室にて」
川嶋一郎、江刺家�、柳川鑑蔵

１９０６年
明治三十九年二月十一日

００３８‐１０

写真１０「第２３期生（畜産学専攻）卒業記念」
川嶋一郎、江刺家�、柳川鑑蔵、高松正信、
三宅於菟松、相原金治、橋本左五郎ほか
１名

１９０６年
明治三十九年六月七日

００３８‐１１ 写真１１「湯地定武（２２期生）」 １９０５年
［明治３８年］

００３８‐１２ 写真１２「河内完治（２２期生）」 １９０５年
［明治３８年］

００３８‐１３ 写真１３「米山豊（２２期生）」 １９０５年
［明治３８年］

００３８‐１４ 写真１４「藤井為次郎（２３期生）」 １９０６年
［明治３９年］

００３８‐１５ 写真１５「橋本健三郎（２３期生）」 １９０６年
［明治３９年］

００３８‐１６ 写真１６「素木得一（２３期生）」 １９０６年
［明治３９年］

００３８‐１７ 写真１７「色部米作（２３期生）」 １９０６年
［明治３９年］

００３８‐１８ 写真１８「柳川鑑蔵（２３期生）」 １９０６年
［明治３９年］

００３８‐１９ 写真１９「大竹温孝（２３期生）」 １９０６年
［明治３９年］
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００３８‐２０ 写真２０「松井秀吉（２４期生）」 １９０７年
［明治４０年］

００３８‐２１ 写真２１「高松正信（２４期生）」 １９０７年
［明治４０年］

００３８‐２２ 写真２２「相原金治（２４期生）」 １９０７年
［明治４０年］

００３８‐２３ 写真２３「江刺家�（２３期生）」 １９０６年
［明治３９年］

００３８‐２４ 写真２４「米山豊（米国留学中）」 １９１０年
［明治４３年］

００３８‐２５ 写真２５「米山豊（米国留学中、英字署名入り）」 １９１０年
July 1910.

００３８‐２６ 写真２６「巻渕興之助（大東興之助、東北帝国
大学農科大学１期生）」

１９０９年
［明治４１年］

００３８‐２７

写真２７「ウェーバー女史の米国帰国に際して
札幌美以教会聖書講義聴講者一同」
ウェーバー、川嶋一郎、藤井為次郎ほか５
学生

１９０４年
明治三十七年三月二十一日

００３８‐２８ 写真２８「相原金治夫妻（成婚）」 １９１０年
明治四十三年四月二十日

００３８‐２９ 写真２９「第２３期生卒業記念（農学講堂前庭に
て）」

１９０６年
明治三十九年七月

００３８‐３０

写真３０「三浦道哉卒業に際して岩手県人一同
（豊平館庭園にて）」
三浦道哉、川嶋一郎、大光寺毅夫、大向太
次郎、山田拍採ほか６学生

１９１１年
明治四十四年六月

００３８‐３１
写真３１「遠友夜学校倫古龍会生徒と教師一同
（第２３期生卒業に際して）」
川嶋一郎、末光績、竹田茂、池田競ほか２５人

１９０６年
明治三十九年七月八日

００３８‐３２
写真３２「遠友夜学校菫会生徒と教師一同（第
２３期生卒業に際して）」
川嶋一郎、末光績、竹田茂、池田競ほか３１人

１９０６年
明治三十九年七月八日

００３８‐３３ 写真３３「小泉藤之介（２４期生）、川嶋一郎」 １９０７年
明治四十年六月

００３８‐３４ 写真３４「月寒種畜牧場 正門」 １９０８～１９１０年
［明治４１～４３年］

００３８‐３５ 写真３５「月寒種畜牧場からの遠望」 １９０８～１９１０年
［明治４１～４３年］
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００３８‐３６ 写真３６「月寒種畜牧場 事務所」 １９０８～１９１０年
［明治４１～４３年］

００３８‐３７ 写真３７「橘牧夫と牛（月寒種畜牧場牝牛舎サ
イロ前）」

１９０８～１９１０年
［明治４１～４３年］

００３８‐３８ 写真３８「月寒種畜牧場 牝牛の放牧（１）」 １９１０年
明治四十三年秋

００３８‐３９ 写真３９「月寒種畜牧場 牝牛の放牧（２）」 １９１０年
明治四十三年秋

００３８‐４０ 写真４０「月寒種畜牧場 製乳所」 １９０８～１９１０年
［明治４１～４３年］

００３８‐４１ 写真４１「月寒種畜牧場 牝牛舎（サイロ付
き）」

１９０８～１９１０年
［明治４１～４３年］

００３８‐４２
写真４２「月寒種畜牧場の同僚と共に、馬上に
て」
川嶋一郎、愛宕倉吉、新屋与作

１９０８年
明治四十一年十月

００３８‐４３
写真４３「月寒種畜牧場の同僚と共に、牝牛の
４人乗り」
川嶋一郎、浦井□之介、長崎渉、米澤政賢

１９１０年
明治四十三年五月二十四日

００３８‐４４ 写真４４「月寒種畜牧場 牝牛の放牧（３）」 １９０８年
明治四十一年秋

００３８‐４５ 写真４５「月寒種畜牧場 犢牛の放牧」 １９０８年
明治四十一年秋

００３８‐４６ 写真４６「月寒種畜牧場 牧草の収穫」 １９０８年
明治四十一年夏

００３８‐４７ 写真４７「月寒種畜牧場 燕麦の収穫」 １９０８年
明治四十一年秋

００３８‐４８ 写真４８「月寒種畜牧場 馬１頭引きバイン
ダーによる牧草収穫」

１９０８年
明治四十一年

００３８‐４９ 写真４９「月寒種畜牧場 馬２頭引きリーパー
による牧草収穫」

１９０８年
［明治４１年］

００３８‐５０ 写真５０「月寒種畜牧場 馬２頭引き荷車によ
る肥料運搬」

１９０８年
［明治４１年］

００３８‐５１ 写真５１「月寒種畜牧場 牝牛舎内部の景」 １９０８～１９１０年
［明治４１～４３年］

００３８‐５２ 写真５２「月寒種畜牧場 二周年記念」
川嶋一郎、新屋与作、今道行ほか９人

１９０７年
明治四十年二月
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００３８‐５３

写真５３「月寒会一同（月寒種畜牧場旧職員懇
親会、東京にて）」
川嶋一郎、岩波六郎、愛宕倉吉、青山操、
米澤政賢、長谷川半七、八木純徳、山脇
圭吾、湯地定武

１９１４年
大正三年五月末日

００３８‐５４
写真５４「月寒会一同（東京にて）」
川嶋一郎、岩波六郎、愛宕倉吉、長崎渉、
工藤重佐、山脇圭吾、米澤政賢

１９２０年
大正九年一月四日

００３８‐５５ 写真５５「長崎渉、川嶋一郎（東京にて）」 １９１１～１９１６年
［明治４４～大正５年］

００３８‐５６ 写真５６「前川多一郎（月寒種畜牧場技手）」 １９１１年
［明治４４年］

００３８‐５７ 写真５７「愛宕倉吉（月寒種畜牧場職員）」 １９１１年
［明治４４年］

００３８‐５８ 写真５８「長谷川半七（月寒種畜牧場技手）」 １９１１年
［明治４４年］

００３８‐５９ 写真５９「長崎渉（月寒種畜牧場技手）」 １９１１年
［明治４４年］

００３８‐６０ 写真６０「遠友夜学校卒業記念」 １９０４～１９０５年
明治三十七、八年頃

００３９ 写真６１「佐藤政次郎・石澤達夫卒業記念（南
部同郷人・�水倶楽部員一同）」

１９０１年
明治３４年７月

００４０ 写真６２「逢坂信�」 １９１４年
大正３年１月３日

００４１ 写真６３「米山豊」 １９１０年
大正９年７月

００４２ 写真６４「米山豊」 １９５８年
昭和３３年

００４３ 写真６５「米山豊夫妻」 １９５８年
昭和３３年

００４４ 写真６６「森本厚吉博士」 １９２８年
［昭和３年］

００４５ 写真６７「川嶋一郎（日進学舎同級生と共に、
仙台）」

１８９５年
明治２８年２月１７日

００４６ 写真６８「川嶋一郎、川嶋明八（尚志社同人と
共に、仙台）」

１８９５年
明治２８年１０月１７日

００４７ 写真６９「小島正治、川嶋一郎（東京）」 １８９７年
明治３０年３月２０日
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００４８ 写真７０「川嶋一郎、川嶋明八（仙台）」 １８９６年
明治２９年１月

００４９ 写真７１「小島正治」 １９００年
［明治３３年］

００５０ 写真７２「小島正治、川嶋一郎（東京）」 １８９９年
明治３２年１月３日

００５１ 写真７３「小島正治（石黒春秋と改名）」 １９０５年
明治３８年７月１４日

００５２ 写真７４「川嶋一郎」 １９００年
［明治３３年］

００５３ 写真７５「国分兵吉」 １８９５～１９０３年
［明治２８～３６年］

００５４ 写真７６「小島正治（石黒春秋）」 １９１０年
明治４３年６月

００５５ 写真７７「川嶋一郎、川嶋明八」 １９００年
明治３３年５月

００５６ 写真７８「私立中学郁文館卒業記念」 １９００年
明治３３年４月７日

００５７ 写真７９「露国司祭伊望（Ioann of Kronstadt）」 １８７７～１８８７年
［明治１０年代］

００５８ 写真８０「小田伝教師」 １８７７～１８８７年
［明治１０年代］

００５９ 写真８１「川嶋泰作」 １８７７～１８８７年
［明治１０年代］

００６０ 写真８２「川嶋きよ子」
（浅草公園地；早取写真師江崎禮二撮影）

１８７７～１８９３年
［明治１０年代～明治２６年］

００６１
写真８３「川嶋明八」
（宮城県仙台市東壹番町；人物専門写真師白
�民治撮影）

１８９２～１８９６年
［明治２０年代後半］

００６２ 写真８４「国分壽郎」
（東京神田淡路町；江木本店撮影）

１８９８年
［明治２１年］

００６３ 写真８５「川嶋明八、国分兵吉ほか（仙台）」 １８９５年
明治２８年１０月

００６４
写真８６「川嶋明八（日本赤十字社病院）」
（東京芝新橋角国立国会議事堂前；丸木利陽
撮影）

１９０５年
明治３８年

００６５ 写真８７「川嶋明八、国分壽郎、川嶋直次ほか」
（東京九段中坂上；長谷川武撮影）

１９０５年
［明治３８年］

北海道大学大学文書館年報 第５号（２０１０年３月）

―１７４―



６．論考

７．回想等

００６６ 写真８８「川嶋末蔵、川嶋直次ほか（二戸）」 １９０７年
［明治４０年］

００６７ 写真８９「真山梧洞、川嶋泰作、下斗米常直、
金辰五郎（二戸）」

１９０４年
明治３７年８月１８日

００６８ 写真９０「札幌農学校創基２５周年記念集合写真
（演武場前にて）」

１９０１年
［明治３４年５月］

資料番号 資料名 年代／作成年

００６９ 川島一郎「本邦に於ける緬羊業の変遷」
（『畜産』第２巻第５号、１６～１８頁）〈複製〉

１９１６年
大正５年発行

００７０ 川島一郎「本邦に於ける緬羊業の変遷（続）」
（『畜産』第２巻第６号、１６～１７頁）〈複製〉

１９１６年
大正５年発行

００７１ 川島一郎「本邦に於ける緬羊業の変遷（続）」
（『畜産』第２巻第７号、１８～２０頁）〈複製〉

１９１６年
大正５年発行

００７２ 川島一郎「本邦に於ける緬羊業の変遷（続）」
（『畜産』第２巻第８号、１８～２０頁）〈複製〉

１９１６年
大正５年発行

００７３ 川島一郎「本邦に於ける緬羊業の変遷（続）」
（『畜産』第２巻第９号、２１～２２頁）〈複製〉

１９１６年
大正５年発行

００７４ 川島一郎「本邦に於ける緬羊業の変遷（続）」
（『畜産』第２巻第１０号、１５～１７頁）〈複製〉

１９１６年
大正５年発行

資料番号 資料名 年代／作成年

００７５ 川嶋一郎「偲草 後篇」〈複製〉 １９５５～１９６６年
［昭和３０～４１年］

００７６ 川嶋一郎『七十七年の回顧』 １９５６年
昭和３１年８月１日発行

００７７ 川嶋一郎著・川嶋昭二編『吾が半生の思い
出』〈複製〉

１９９２年
平成４年発行

００７８ 川嶋一郎著・川嶋昭二編『北海紀行 明治三
十七年八月十八日－九月十日』
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８．旧蔵書等

資料番号 資料名 発行年

００７９ 札幌農学校学芸会編『札幌農学校』 １８９８年
明治３２年６月発行

００８０
～００８１

札幌農学校創立二十五年記念祝賀会編
『札幌農学校創廿五年紀念』 ＊２冊

１９０１年
明治３４年５月発行

００８２ 札幌農学校創立二十五年記念祝賀会編『札幌
農学校創立廿五年記念祝賀会報告』

１９０１年
明治３４年５月発行

００８３ 東北帝国大学農科大学文武会学芸部蔵版『東
北帝国大学農科大学』

１９１０年
明治４３年５月発行

００８４ 『東北帝国大学農科大学一覧 自明治四十三
年至明治四十四年』

１９１０年
明治４３年１２月発行

００８５ 『創基五十年記念北海道帝国大学沿革史』 １９２６年
大正１５年３月発行

００８６ 『北海道帝国大学創基五十周年記念講演集』 １９２８年
昭和３年２月発行

００８７ 惠�寮寮史編纂委員会編『惠廸寮史』 １９３３年
昭和８年１１月発行

００８８ 大島正健著・大島正満補訂『クラーク先生と
その弟子達』

１９３７年
昭和１２年７月発行

００８９ 中島九郎『佐藤昌介』 １９５６年
昭和３１年９月発行

００９０ 鈴木限三『白堊校舎の新しきころ』 １９７０年
昭和４５年発行

００９１ 逢坂信�「時計台の起因並びに鐘と銘とに関
する考察」（『北大季刊』第１５号別刷）

１９５８年
昭和３３年１２月発行

００９２ 逢坂信�「時計台をめぐる人々」（『時計台建
立八十周年記念誌』抜刷）

１９６０年
昭和３５年３月発行

００９３ 逢坂信�「クラーク先生及び門人の書簡集」
（『北大季刊』第１３号・第１４号抜刷合冊）

１９５７・１９５８年
昭和３２年１２月、昭和３３年６月発行

００９４ 逢坂信�『クラーク先生を語る BOYS, BE
AMBITIOUS.』

１９６０年
昭和３５年４月発行

００９５
逢坂信�『クラーク先生を語る BOYS, BE
AMBITIOUS. Essays on Dr. William Smith
Clark』

１９６３年
昭和３８年１２月発行
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００９６ 逢坂信�『クラーク先生詳伝』 １９５６年
昭和３１年２月発行

００９７ 『新渡戸博士文集』 １９３６年
昭和１１年１１月発行

００９８ 『新渡戸稲造追憶集』 １９３６年
昭和１１年１１月発行

００９９ 福田清人・高原二郎編著『有島武郎 人と作
品』

１９６６年
昭和４１年１０月発行

０１００ 鑓田研一『小説 有島武郎』 １９３９年
昭和１４年６月発行

０１０１ 『遠友夜学校々友会報告』第１号 １９１９年
大正８年１２月発行

０１０２ 『遠友』第３１号 １９４３年
昭和１８年６月発行

０１０３

新聞切抜［佐藤昌介訃報関係］
（１）「惜まるゝ“北大の父”佐藤男の輝く

足跡」
（２）「佐藤昌介男【札幌発】」

１９３９年
［昭和１４年６月発行］

注 １．解読不能な文字は□、推定は［ ］表記とした。
２．不明は空欄とした。
３．書簡は資料名欄において、２行目に差出人→受取人の住所を（ ）表記とした。消印は原則として差出地の
日付を記し、差出地の消印が不明な場合は受取地の日付を記した。（筆）は差出人が書簡をしたためた日付を意
味する。
４．川嶋一郎旧蔵アルバム（№００３８）所収の写真は、資料番号に枝番号を付した。
５．写真は資料名欄において、通し番号を付し、キャプションを作成して「 」内に示した。なお、被写体で人
物名が特定できる場合は２行目以降に列挙した。
６．№００６０～００６２、００６４～００６５は、写真台紙に印刷された写真撮影師・写真館の所在を（ ）内に表記した。
７．№００６９～００７４は『畜産』記載通りに「川島一郎」と表記した。
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川嶋一郎略年譜

１８８０年１１月 ２１日、川嶋泰作、きよ子の長男として、岩手県二戸郡福岡町に生まれる
１８８７年４月 福岡尋常小学校入学
１８９４年４月 福岡小学校高等科卒業
１８９５年１月 仙台遊学。日進学舎に通学
１８９５年９月 仙台数学院（東京数学院宮城分院）に転学
１８９６年４月 東京遊学。東京数学院、国民英学会に通学
１８９６年９月 早稲田中学校入学
１８９８年３月 早稲田中学校退校
１８９８年４月 私立中学郁文館入学
１８９９年４月 円覚寺内佛日庵（鎌倉）にて脚気療養、「鎌倉日記」を記す
１９００年３月 私立中学郁文館卒業
１９００年９月 札幌農学校予修科入学
１９０２年７月 札幌農学校予修科卒業
１９０２年７月 大光寺毅夫と共に夏期旅行（青森・秋田）、「東北遊記」を記す
１９０２年９月 札幌農学校本科進学
１９０３年１月 「明治三十六年当用日記」を記す
１９０３年１月 遠友夜学校教師となる
１９０４年１月 「明治三十七年当用日記」を記す
１９０４年７月 農業乙科（畜産）を専攻
１９０４年７月 河内完治、足助素一等と共に恵庭岳登山、「恵庭登山略記」を記す
１９０４年７月 旭農場（上川郡鷹栖村近文）にて約１カ月乳牛飼養実習をする
１９０４年８月 夏期旅行（道央・道東）、「北海紀行」を記す
１９０６年７月 札幌農学校本科卒業〔第２３期生〕。卒業論文は「氷乳ノ状態ニ就テ」
１９０６年１１月 農商務省月寒種牛牧場勤務（技手）
１９１１年５月 農商務省畜産課勤務

１９１６年５月
千葉県庁勤務（～１９２２年７月）。
千葉県立種畜場分場長（１９１８）、農事試験場技師（１９２２）も兼務

１９２６年１月 二戸郡農会長就任（～１９３１年）
１９２６年３月 二戸郡養蚕組合長就任
１９２６年４月 福岡町会議員就任
１９３０年３月 福岡町長就任（～１９４６年１１月）
１９３１年１０月 養蚕実行組合二戸郡連合組合長就任
１９３３年４月 二戸産馬組合副組合長就任（～１９４６年）
１９３４年４月 盛岡銀行監査役、盛岡不動産会社取締役就任
１９３６年５月 二戸郡町村長会長選出
１９５２年１月 裁判所調停委員再任
１９７６年１月 ２９日、死去
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図１ 川嶋一郎（１９００年、№００５２）

【 解 題 】

山本 美穂子

１．川嶋一郎について

川嶋一郎（１８８０～１９７６）は１８８０年岩手県二戸郡福岡町に

生まれ、１９００年私立中学郁文館を卒業、札幌農学校予修科

へ入学した。１９０２年には同校本科に進学し、橋本左五郎教

授のもとで畜産学を専攻、卒業論文「氷乳ノ状態ニ就テ」

を提出し、１９０６年７月に第２３期生として卒業した。卒業後

は、１９０６年１１月農商務省に出仕し、設立間もない農商務省

月寒種牛牧場（１９０８年月寒種畜牧場と改称）において種畜

事業・畜産共進事業に従事した。１９１１年農商務省畜産課に

異動後は綿羊飼育奨励事業にも携わった。１９１６～２２年千葉

県庁勤務の後、郷里の福岡町にもどり、１９２６年二戸郡農会

長、１９３０年二戸郡福岡町長など同地域における重職を歴任

した（１～２５頁、略年譜参照）。

２．川嶋一郎関係資料について

２－１．資料寄贈と資料移管

北海道大学大学文書館では、川嶋昭二氏（川嶋一郎次男）から、２００７月６月１１日に川嶋

一郎関係資料３１点を寄贈いただいたことを契機に、川嶋一郎関係資料の調査・収集を行

なってきた。これまでに、川嶋昭二氏、川嶋貞子氏（川嶋亮太夫人、二戸市福岡在住）、

学内の教育研究組織に協力いただき大学文書館に収蔵された資料の概要は下記のとおりで

ある。

（１）寄贈日 ：２００７年６月１１日 寄贈者：川嶋昭二氏

寄贈資料：日記３点、アルバム１点、写真６点、書簡１５点など計３１点

（２）寄贈日 ：２００８年６月１６日 寄贈者：川嶋昭二氏

寄贈資料：日記２点、写真（複製）１２点

（３）寄贈日 ：２００８年１０月６日 寄贈者：川嶋貞子氏

寄贈資料：写真（複製）１１点

（４）寄贈日 ：２００９年９月２日 寄贈者：持田誠氏
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寄贈資料：書簡１点

（５）移管日 ：２００７年１０月２９日 移管組織：農学研究院家畜生産学分野

移管資料：受講ノート６点（川嶋昭二氏が１９７６年畜産学科に寄贈した資料）

（６）移管日 ：２００８年１１月１８日 移管組織：総合博物館

移管資料：受講ノート８点、乗車賃金割引証明票（１９０２年）、旧蔵書など３６点

（川嶋昭二氏が２００４年総合博物館に寄贈した資料）

２－２．資料解説

（１）日記

日記５点（№０００１～０００５）の概要は下記のとおりである。いずれも、川嶋昭二氏より受

贈したものであり、川嶋一郎の札幌農学校在学中の日記が４点、私立中学郁文館在学中の

日記が１点である。

①「明治三十六年当用日記」（№０００１）

札幌農学校本科１年級～２年級在学中、１９０３年１月～７月、９月～１２月の当用日記。校

舎新築に伴い、寄宿舎（～７月）、下宿（９月～）の両生活を記録している。形態は市販

日記（博文館製、１５×２２．５×２．５�）で、筆記はペン筆である。巻末に金銭出納録の記録
がある。

②「明治三十七年当用日記」（№０００２）

札幌農学校本科２年級～３年級在学中、１９０４年１月～７月、９月～１２月の当用日記。下

宿生活のほか、同級生等と一軒家を借りた自炊共同生活（１０月～）を記録している。形態

は市販日記（博文館製、１３×１９．５×２．８�）で、筆記はペン筆である。巻末に金銭収支一
覧、金銭出納録の記録がある。

③「明治丗七年孟夏 北海紀行」・「恵庭岳登山略記」（№０００３）

札幌農学校本科２年級在学中、１９０４年７月旭牧場（上川郡近文）にて約１カ月乳牛飼養

実習をした後、８月～９月夏期休暇を利用して、網走、根室、釧路、帯広、日高地方を旅

行した際の紀行日記。巻末に、同年７月、河内完治、足助素一等とともに恵庭岳登山をし

た日記が記載されている。形態は懐中手帳（９．０×１４．３×１．０�）で、筆記は主に鉛筆であ
る。数ページ毎に各地のスケッチ（鉛筆・墨筆）が描かれている。

④「明治丗五年夏 東北遊記」（№０００４）

１９０２年７月、札幌農学校予修科卒業後の夏期休暇中、同級生の大光寺毅夫と共に青森・

秋田地方を旅行し、その後大光寺と別れて郷里の岩手県二戸郡福岡町に帰省するまでの紀

行日記。十和田湖畔の山麓遭難のほか、青森、秋田、岩手県下の街並みや風土、小坂鉱山

見学などを記録している。形態は懐中手帳（８．５×１２．２×０．８�）で、筆記は鉛筆である。
数ページ毎に各地の水彩スケッチが描かれている。なお、同表題は、川嶋一郎の愛読雑誌

『時代思潮』の中で、川嶋一郎が傾倒した姉崎嘲風（正治）が１９０４年３月発表した紀行文
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図２ 橋本左五郎講義「酪農論」

（１９０５～０６年、№００１５）

（「東北遊記」・「東北遊記余録」）にも使用されている。

⑤「鎌倉日記」（№０００５）

１８９９年４月２日～同月１１日、私立中学郁文館在学中、脚気療養のため鎌倉円覚寺に滞留

した際の日記。療養生活中に行なった寺社仏閣への参拝、登山、海岸散策などを記録して

いる。形態は１７×２５．５�、表紙・裏表紙が藁半紙各１枚、本文が罫線和紙９枚、中扉（は
しがき）が無地和紙１枚、こより綴じである。筆記は墨筆で行われている。なお、日記本

文には「彌生日記」と題されているが、後日綴じた際の表紙には「鎌倉日記」と記載され

ている。

なお、川嶋一郎は学生時代に上記５点の日記のほか、回想『吾が半生の思い出』（№００７７）

によると、「独立日記」（１９０１年札幌農学校予修科生徒の際の自炊生活日記）を記している。

しかし、「独立日記」の現存は確認できていない。

日記の翻刻については、これまで、川嶋昭二氏が「北海紀行」を翻刻・刊行（№００７８、

私家版）されている。２００９年６月には、川嶋昭二氏に補訂いただき、上記の５日記を翻刻

して『〈翻刻〉札幌農学校第２３期生川嶋一郎日記（１８９９～１９０４年）』（北海道大学大学文書

館資料叢書３、２００９年６月）を刊行した。

（２）受講ノート

川嶋一郎の札幌農学校在学時の受講ノートは１４点である。札幌農学校本科３～４年級在

学時の畜産学関係科目の受講ノート５点（№００１０～００１１、００１３～００１５）は、農学研究院家

畜生産学分野より移管を受けた。畜産学関係科目以外の受講ノート９点（№０００６～０００９、

００１２、００１６～００１９）は、総合博物館より移管を受けた。そのほかに、農商務省月寒種畜牧

場勤務時の雑記ノート１点（№００２０、農学研究院家畜生産学分野より移管）がある。

川嶋一郎の同級生の受講ノートとしては、逢

坂信�の受講ノート１４点を確認している。しか
し、逢坂信�の受講ノートは、植物学・動物学・
農業経済学関係のノートであり、畜産学関係の

ノートはない。また、上級生である１９～２２期生

（１９０１～０５年卒業）の畜産学関係の受講ノート

も、現存が確認できていない。そのため、川嶋

一郎の受講ノートは、１９００年ドイツ留学から帰

国した橋本左五郎教授が「畜産学」を本格的に

指導し始めた最初期を知り得る唯一のノートで

ある。
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図３ 川嶋泰作宛て絵はがき

（１９０４年１２月１８日、№００２１）

図４ 川嶋一郎宛 足助素一書簡

（１９０４年、№００２５）

図５ 足助素一

（１９０４年、№００３８‐１）

（３）書簡

書簡は、川嶋一郎が差出人の書簡が１点（№００２１）、田中舘愛橘が差出人の書簡が１点

（№００３２）、川嶋一郎が受取人の書簡が１４点（№００２２～００３１、００３３～００３６）、合計１６点であ

る。№００２１は持田誠氏より、№００２２～００３６は川嶋昭二氏より受贈した。

№００２１は、１９０４年１２月１８日、札幌農学校本

科３年級の川嶋一郎が、実家へ宛てた絵はが

きである。川嶋一郎は、父の泰作に「本月分

学費ハ何卒廿五六日頃までに御送付被下度願

上候」と学費仕送りを嘆願し、１学期の期末

試験が１９日に終わること伝えている。使用し

た絵はがきの絵柄は、北８条キャンパスに新

築された図書館閲覧室の写真である。この写

真には、１９０３年１２月２日原十太館長から依頼

を受け、川嶋一郎も読書する学生のひとりと

して写っている。

№００２２～００２９は、親友の足助素一（１８７８～

１９３０、１９０４年７月森林科卒業、後に出版社「叢

文閣」を創業し、『有島武郎著作集』等を刊

行した）が川嶋一郎に宛てた封書２点・絵は

がき６点である。№００２５は、山梨県庁技師と

して離札した足助素一が、１９０４年１１月１９日、

日露戦争を悲嘆して「先きに兄は戦争に関す

る新聞の雑報を読み得ぬといひ、僕は嗜好を

以て読み得るといつて居たが今日に至つて僕

は漸く兄の境に進むことを得た、僕の登庁す

るや路必ず停車場通りを行かねバならぬ、此

頃は連日ラッパ太鼓で送らるゝ老兵に逢ふの

であるが僕は俄に身体中に寒きを徹して来る

言ひ知らぬ悲しみに涙を促がされる」と、共

に非戦論者であった川嶋一郎に宛てたもので

ある。

№００３０は、畜産学教室の先輩である米山豊（２２期生）が、農商務省農業練習生として留

学したカナダから、川嶋一郎ら教室の後輩を激励した書簡である。

№００３２～００３３は、佐藤昌介（１８５６～１９３９、札幌農学校長・東北帝国大学農科大学長・北

海道帝国大学総長）にまつわる封書２点である。№００３２は、川嶋一郎の遠戚にあたる田中

舘愛橘（東京帝国大学教授、二戸市福岡出身）が佐藤昌介に宛てたもの、№００３３は佐藤昌
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図６ 乗車賃金割引証明票

（１９０２年、№００３７）

図７ 私立中学郁文館卒業記念

（１９００年、№００５６）

介大学葬の通知である。

№００３４～００３６は、川嶋一郎が札幌農学校在学時代に、寄宿舎（現 恵迪寮）の舎生であっ

たこと、遠友夜学校教師であったことから受け取った封書３点である。

（４）証明書

札幌農学校では、農学、農業経済学、植物学、

昆虫学、地質学、動物学、土木工学、畜産学など

の実地研究のため、「修学旅行」が行なっていた。

一つは、学期中に１～３日間程度、教官が引率し、

校費で学生たちを道内各地に派遣した。もう一つ

は、夏期休暇中（約１カ月）、長期間にわたり、

学生自身が私費で専攻分野の実地研究のため、道

内外問わず、実習・見学旅行をした。

川嶋一郎も、１９０２年７月の夏期休暇中、帰省の途次、同級生の大光寺毅夫と共に、東北

各県の見学旅行をした。その際、鉄道の学生割引を受けるため、札幌農学校が交付した証

明書が№００３７「乗車賃金割引証明票（日本鉄道株式会社）」である。総合博物館より移管

を受けた。

（５）写真

№００３８～００５６は、川嶋昭二氏より受贈した。№００５７～００６７は、川嶋貞子氏より川嶋家所

蔵アルバムを借用して複写撮影した写真である。№００６８は総合博物館より移管した、川嶋

一郎旧蔵の札幌農学校創立２５周年記念写真である。

川嶋昭二氏より受贈した写真は、①仙台・東京遊学関係、②札幌農学校関係、③遠友夜

学校関係、④月寒種畜牧場関係の写真である。②③④は、主に、川嶋一郎旧蔵アルバムで

ある№００３８（６０枚貼付）におさめられている。①～④の写真の概要は次のとおりである。

①の写真は、仙台の日進学舎、東京の私立中学

郁文館・早稲田中学校に通学した頃の写真や、友

人達（小島正治、國分兵吉など）の写真である。

１９００年、私立中学郁文館卒業記念写真（№００５６）

もある。

②の写真は、卒業・送別に際する記念写真や、

同窓生のポートレート（卒業・離札の際に受け

取ったと考えられる）が多い。日露戦争で出征し

て戦没した同級生の渡邊環に関する写真（№００３８

‐２、００３８‐３）もある。また、札幌農学校における

岩手県人の強い絆をうかがえる写真も３点（№００３８‐４、００３８‐３０、００３９）ある。

川嶋一郎関係資料目録（山本）

―１８３―



図８ 自炊団解散記念

（№００３８‐５）

図１０ 畜産学実習室にて

（１９０４年、№００３８‐９）

図１２ 露国司祭伊望

（№００５７）

図１０ 南部同郷人・�水倶楽部
（１９０１年、№００３９）

図９ 遠友夜学校菫会生徒と共に

（１９０６年、№００３８‐３２）

図１３ 月寒種畜牧場

（１９０８年、№００３８‐４８）

№００３９は、�水倶楽部（札幌農学校内における岩手県人会）の写真で、１９０３年１１月倶楽
部を再興した石澤達夫（１９期生）、花巻出身の佐藤昌介校長らの姿がみえる。

③の写真は、遠友夜学校の倫古龍会、菫会、卒業式等での教師や生徒たちの、１９０４～０６

年に撮影された写真である。

④の写真は、月寒種畜牧場の建物や風景、牧草収穫時に使用していた西洋式農機具など、

同牧場の開設初期をうかがえる１９０８～１０年頃の写真が多い。同牧場の元職員のポートレー

ト（№００３８‐５６～００３８‐５９）や、懇親会「月寒会」の写真（№００３８‐５３、００３８‐５４）もある。

また、川嶋貞子氏より提供いただいた写真は、川嶋一郎の郷里の家族の写真であり、両

親（川嶋泰作・きよ子）、弟（川嶋直次）、叔父（川嶋明八、川嶋末蔵）など、１８７０～１９００

年代の写真である。そのほかに、川嶋泰作の所持品と考えられる、ロシア正教会の司祭や

伝教師の写真（№００５７～００５８）が含まれており、ロシア正教会による１８７０～８０年代の岩手

県下における布教がうかがえる。
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（６）論考

１９１４年、農商務省に勤務していた川嶋一郎が、下総牧羊場の沿革記録を用い、「本邦に

おける緬羊業の沿革並に現況」を調査してまとめた。当時、農商務省は緬羊飼育奨励の方

針をとり、１９１５年議会では緬羊業奨励案を提出して予算が計上された。川嶋一郎が作成し

た調査書の概要は、道家斉農務局長の推薦により、１９１６年、中央畜産会の機関雑誌『畜産』

に６回にわたり連載された。同雑誌（原本）は、北海道大学附属図書館に所蔵されている。

（７）回想等

川嶋一郎は、回想録を日常的に市販ノート等に記していた。ノートのひとつは「偲草」

と題され、「偲草 後篇」（１９５５～６６年）は川嶋昭二氏が所蔵している。その複製が№００７５

である。「偲草 前篇」は現存が確認されていない。

『七十七年の回顧』（№００７６、農学研究院家畜生産学分野より移管）は、川嶋一郎が１９５６

年に刊行した自身による年譜である。『吾が半生の思い出』（№００７７、北海道大学附属図書

館北方資料室蔵書）は、１９６１年４月９日まで川嶋一郎が書き綴った回想録を、川嶋昭二氏

が編纂して刊行したものである。１８８０年出生から、１９２２年家督相続のため千葉県庁を辞職

して帰郷するまでの回想が、日記や書簡類などをもとに綴られている。いずれも私家版で

ある。

（８）旧蔵書等

川嶋一郎の旧蔵書等は、№００８０、０１０１～０１０３は川嶋昭二氏より受贈し、それ以外は総合

博物館より移管を受けた。主に、札幌農学校～北海道帝国大学の沿革史や卒業生の伝記・

回想録、友人の逢坂信�より贈られた著作が多い。
その内、川嶋一郎に札幌農学校への憧憬を抱かせた、札幌農学校学芸会編『札幌農学校』

（１８９８年、№００７９）には、「本書ハ私ニ札幌農学校入学ノ決心ヲ為サシメシ紀念ノ冊子テ

アル」と書き込みがある。大学昇格を記念して刊行された文武会学芸部蔵版『東北帝国大

学農科大学』（１９１０年、№０００８３）の裏表紙には、学生時代を懐かしみ、詠んだ歌がびっし

りと書き込まれている。

〈謝辞〉川嶋一郎関係資料調査にあたり、多くの方々に御協力いただきました。川嶋昭二氏、川嶋貞子

氏、菅原孝平氏、二戸市立二戸歴史民俗資料館、田中舘愛橘会、北海道大学総合博物館、北海道大学農

学研究院家畜生産学分野、北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園、北海道大学附属図書

館北方資料室の皆様、厚く御礼を申し上げます。

（やまもと みほこ／北海道大学大学文書館員）
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